
社会福祉法人 松阪市社会福祉協議会

松阪市成年後見センター

＊この動画は、「VOICEVOX：春日部つむぎ」
を使用して作成しています。



日常生活自立支援事業とは

認知症、知的障がい、精神障がいなどに

より判断能力が不十分な方が地域で自立し

た生活が送れるよう、利用者との契約に基

づき、福祉サービスの利用援助や金銭管理

等を行います。

※本人との契約に基づいてサービスを提供

利用意思と契約内容の理解が必要
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日常生活自立支援事業
サービス内容

☆福祉サービスの利用援助（基本サービス）
・福祉サービスに関する情報提供や助言
・福祉サービスを利用するための手続きなど

☆日常的金銭管理サービス（追加サービス①）
・年金や手当等を受取る手続き
・税金や社会保険料、医療費や福祉サービス利用料
家賃や公共料金等の支払い

・日常生活に必要な預貯金の払戻し・預入れなど

☆書類等預かりサービス（追加サービス②）
・通帳、年金証書、保険証書、契約書
・実印、銀行印、クレジットカード、キャッシュカードなど
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日常生活自立支援事業
利用料について

①福祉サービスの利用援助・日常的金銭管理サービス
・1,500円/1回
＊生活保護受給中の方、非課税で一定の要件を
満たす方は、利用料が免除されます。

②書類等預かりサービス
・年間3000円（250円/月）
＊一年分をまとめて請求します。
年度途中の契約の方は契約月～年度末の請求
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成年後見制度とは

認知症、知的障がい、精神障がいなど
の理由で、判断能力が十分でない方が、
財産管理や日常生活での契約や手続きな
どをするときに不利益にならないように、
支援をする人(成年後見人等)を選び、法
律的に支援する制度です。

＊制度を利用するには、家庭裁判所に

「申立て」が必要
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日常生活自立支援事業と
成年後見制度の違い
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成年後見制度

日常生活自立支援事業



成年後見制度の枠組み

任意後見制度
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⇒ 判断能力が十分でない人
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⇒ 判断能力のある人が、将来の

判断能力の低下に備える制度
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利用するまでの手続き

①申立人・候補者を決める

②申立てに必要な書類を依頼・準備する

③家庭裁判所に申立て書類を提出

④申立て書類の審査・面談、必要に応じて鑑定

⑤成年後見人等の選任
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厚生労働省参考資料より
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